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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   保育園こりす 

報告作成日：     2022 年 2 月 23 日（評価に要した期間 6 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2021 年 10 月中旬～12 月初旬】 

・評価機関の担当者より、園長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通評

価基準】及び【内容評価基準】については、園長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2021 年 11 月 8 日（月）～11 月 19 日（金）】 

・配布：全園児の保護者（69 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2022 年 1 月 14 日、1 月 17 日】  

■1 月 14 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児、3 歳児、4 歳児、5 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（園長） 

 

■1 月 17 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児、3 歳児、4 歳児、5 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（園長） 

 

 

4．利用者本人調査 【実施日：2022 年 1 月 14 日、1 月 17 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 社会福祉法人 愛が運営する「保育園こりす」は、東急東横線東白楽駅からバスで 20 分、横浜市営地下鉄

片倉町駅、JR 横浜線鴨井駅からバスで 10 分の場所にあります。園は木造 2 階建てで、滑り台等を含んだ複

合遊具と砂場等がある主に乳児が利用する園庭と、滑り台やボルダリング、砂場があるとともに三輪車やサ

ッカーゴール等もある主に幼児が利用する園庭を備えています。 

玄関は園の情報や地域の情報等が掲示され、保護者との情報共有の場となっています。また、その奥には

写真やおすすめの楽しみ方などを記載した、手作りの散歩マップが掲示されています。玄関を入って、右手

に事務室と園長室、さらに奥には調理室があり、正面に 0 歳児室と 1 歳児室があります。0 歳児室は 2 つの

部屋に分かれており、食事や午睡などの活動によって使い分けています。1 歳児室も、一人ひとりの生活リズ

ムに合わせて過ごせるよう、食事と午睡のスペースを分けるなどの取組が行われています。 

2 階は天窓から自然光が十分に取り入れられる設備となっています。2 階には、2 歳児室が設けられるとと

もに、ワンフロアーをロッカーで仕切った 3~5 歳児室があります。2 歳児室には肋木があり、その下には絵

本をゆったりと読むことができるスペースが設けられています。3~5 歳児室は、活動に応じてロッカー等を

動かし、各クラスの活動や合同での活動を行うことができるようになっています。また各クラスには、子ど

もの発達や興味に応じた玩具が揃えられ、自由に取り出せる環境が整えられています。1 階と 2 階の廊下に

は絵本コーナーがあり、子どもが自由に読むことができます。絵本は、家庭への貸し出しも行っています。 

 園では、専門講師による 0~5 歳児を対象としたリトミック、3~5 歳児を対象とした造形活動や英語で遊ぼ

う、また 4~5 歳児を対象とした体操に取り組んでいます。また 1 歳児以上は、野菜を育て収穫することや、

クッキング等にも取り組んでいます。 

 さらに園では、未就学児の親子を対象に、こりすクラブと呼ばれる子育て支援に取り組んでいます。こり

すクラブでは、園庭開放や専用のフリースペースを使った親子でのリトミック、看護師によるベビーマッサ

ージ教室等を定期的に実施しています。 
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1．高く評価できる点 

 

○一人ひとりの子どもが心地よく生活し、主体的に遊び込める環境づくりに努めています 

 園では、日頃から子どもたち一人ひとりが心地よく生活し、主体的に遊び込めるよう配慮しています。 

生活面では、全学年で食事と午睡のスペースを分けることで、一人ひとりの生活リズムに合わせて過ご

せるよう配慮しています。また、0~2 歳児は担当制を取り入れ、一人ひとりの子どもの様子をよく把握

した職員が介助や援助をできるよう取り組んでいます。生活習慣を身につける際においても、ゆったり

と関わることができるよう、園庭から室内に戻る際には少人数で戻るなど、一人ひとりに必要な援助が

できるよう配慮しています。さらに、園独自の育児の手順書にもとづいて援助を行うよう、園内研修や

職員会議等で共有するとともに、援助をする際は、「子どもに声をかけてから援助する」ことを職員間で

共有するなど、具体的な実践に取り組みが行われています。 

 遊びの面では全学年を通して、手作り玩具も含む、子どもの発達や興味に応じた玩具を揃えるととも

に、子どもが玩具を自由に取り出せる室内環境が整っています。また、滑り台等を含んだ複合遊具と砂

場等がある、主に乳児が使用する園庭と、滑り台やボルダリング、砂場があるとともに三輪車やサッカ

ーゴール等がある主に幼児が使用する園庭を備えるなど、子どもたちが遊び込める環境づくりに努めて

います。併せて、日頃から職員で連携し、安全面を考慮した上で、異年齢同士が遊ぶことができる環境

づくりにも取り組んでいます。 

 

 

○年に 1 回の保育所全体の自己評価に全職員で取り組み、具体的な保育実践につなげています 

 園では年に 1 回、全職員で保育所全体の自己評価に取り組んでいます。自己評価では、保育目標、保育

について、行事について、経営・組織、研究・研修、施設・設備、地域に向けた取り組みや子育て支援等の項

目が設けられるなど、幅広く保育所の役割に沿った評価が実施されています。項目ごとに具体的な自己評価

内容が記載されており、全職員が内容に沿って自己評価を行い、全体を集計しグラフにしてまとめています。

さらに、項目ごとに意見・改善策がまとめられ、今後の方向性が総評としてまとめられています。まとめら

れた自己評価は、園内に掲示し、保護者との共有が図られています。 

 

 

○日頃から、地域との交流が積極的に行われています 

 園では未就学児の親子を対象とした、こりすクラブと呼ばれる子育て支援に取り組んでいます。未就学児

の親子が交流する場が少ないという地域のニーズを把握し、園庭開放や専用のフリースペースでのリトミッ

クや製作、看護師による赤ちゃんマッサージ講習等を通して、交流できる場を定期的に設けています。また、

町内会に所属し、地域の情報を積極的に把握するとともに、園が地域の自治会館の鍵を所有することもあり、

日頃から地域の方が出入りし、その際にも積極的な情報共有が行われています。 
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2．独自に取り組んでいる点 

〇コーディネーショントレーニングや体操教室、リトミックや造形活動等、子どもがさまざまな体

験ができるよう配慮されています 

園では、3 歳～5 歳児を対象に、毎朝、コーディネーショントレーニングに取り組んでいます。コーディネ

ーショントレーニングでは、保育者が「前」と言ったら前に跳び、「後ろ」と言ったら後ろに跳ぶなど、頭と

身体を使った活動に取り組んでいます。取り組み内容については、園だより等を通して、保護者とも共有が

図られています。また、専門講師による体操教室やリトミック、英語で遊ぼうに積極的に取り組み、様々な

身体活動・表現活動ができるよう配慮しています。 

 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇単年度計画及び単年度計画を反映させた中長期計画の策定が望まれます 

園では、予算計画を立て、空調設備や園庭の修繕等を計画的に進めています。計画策定の際は、日々の職

員の気付きや意見等を取り入れ、予算と優先順位を考慮しながら作成しています。 

今後は園の理念や方針の実現に向けて、修繕計画だけではなく、保育内容や職員育成等を含めた単年度計

画及び単年度計画を反映させた中長期計画の策定が望まれます。計画には、年度ごとの成果等を設定し、策

定後の定期的な実施状況の評価を行うことが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2022 年 1 月 14 日、1 月 17 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□０歳児クラス 

観察日は、園庭での活動を行っていました。１歳児、２歳児クラスも一緒に園庭で活動し、子どもが

それぞれ好きな場所で遊んでいました。保育者は子どもたちが遊び込めるよう、子どもが園庭で遊び始

める前に、シャベルやボール、砂遊びの道具などを準備したり、霜柱が融けぬかるんでいる場所に砂を

被せて整備したりするなど、子どもたちが安全に遊べる環境を作っていました。 

 子どもたちが遊び始めると、保育者は砂場や滑り台などの遊具のそばで、安全面に配慮しながら見守

ったり、子どもの動きに合わせて一緒に探索活動を楽しむなど、保育者が連携し、一人ひとりの子ども

が主体的に遊ぶことができるよう配慮していました。 

事前に準備された環境と保育者の連携の中で、子どもたちは砂遊びや落ち葉探し、シャボン玉遊びな

どを楽しんでいました。砂場遊びではお料理作りごっこを楽しんでおり、シャベルで砂の受け渡し等の

やり取りを楽しむ中で、保育者は、子どもが砂を食べてしまわないように、遊びをリードしつつ配慮し

ていました。また、保育者が作るシャボン玉を他クラスの子どもと一緒に追いかけて遊んだり、一人の

子がボールで遊んでいる時に、転がって行ってしまったボールを２歳児クラスのお兄さんが拾って持っ

てきてくれる等、園庭で遊んでいる中で自然と異年齢交流が行われている様子も見られました。  

一通り遊び終えると、少人数ずつ室内に戻り始め、一人ひとりに対してゆったりと着替え等の援助を

行い、昼食となりました。一人ひとりの個別のトレイに昼食が載せられ配膳されると、手づかみで意欲

的に食べる子や、保育者にスプーンで介助してもらう子など、個々の子どもの様子に合わせて必要な援

助を行っていました。昼食後は、別室にて保育者に寄り添われ、午睡の時間となりました。午睡の部屋

はオルゴールの音を流し、落ち着いた雰囲気の中で入眠できるよう配慮されていました。 

 

□１歳児クラス 

 観察日は、クッキングの食育活動に取り組んでいました。午後のおやつで使うマッシュポテトを作る

ため、調理室で蒸かしたじゃがいもを袋に入れて、握ったり叩いたりして潰していました。食育活動で

は、「じゃがいもが潰れる感触を楽しむ」「自分が手伝ったものがおやつに出ることを喜ぶ」ことをねら

いとしていました。保育者はねらいを踏まえながら、「やわらかくなったねぇ」「むにむにする？」など

感触を言葉にして、子どもの気持ちに共感しながら、一緒に楽しむ姿が見られました。 

 クッキングを終えた後は、園庭に行く準備をして園庭に向かいました。園庭では、０歳児と２歳児ク

ラスと一緒になり、ボール遊びやフラフープ遊び、ボルダリングなどそれぞれ好きな遊びを楽しんでい
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ました。保育者は子どもが遊ぶ様子を見ながら、子どもの「滑り台やりたい！」という希望にこたえて、

滑り台でも遊べるように、保育者間で声を掛け合い、滑り台の階段や滑り出すスタート位置、ゴール地

点などで保育者が子どもの傍につき、安全面にも配慮しながら十分に遊び込めるよう配慮していました。 

当日は園庭の地面がぬかるんでいたため、保育者が砂を被せて埋めていました。そこに子どもたちも

保育者の真似をして砂を運ぶなどをして加わり、楽しみながら保育者と一緒に園庭整備を行っていまし

た。 

途中で、３歳児クラスの子どもたちも園庭に出てくると、１歳児クラスの子どもたちは、園内にある

小スペースの広場の方に移動し、アスレチックや砂場遊びをしていました。少し遊ぶとお茶で水分補給

をし、遊びに満足した子から順番に保育室に戻り手洗いや着替えを行っていました。 

 衣服の着脱や手洗いなどは子どもが自分でできるところは見守りつつ、必要なところは手伝いながら

行うなど、一人ひとりの様子に応じて援助することで、子どもが意欲的に取り組めるよう配慮していま

した。昼食の準備が整うまでの間、ブロック等で遊び、少しすると昼食の時間となりました。 

 

 

□２歳児クラス 

 観察日は、園庭での活動でした。途中までは０歳児、１歳児クラスと一緒に遊び、０歳、１歳児クラ

スが室内に戻った後は、３歳児クラスと一緒に遊ぶなど、日常の中で自然な異年齢交流が行われていま

した。 

園庭で遊び始める前に、保育者の掛け声に合わせてクラスのみんなで「よーいドン！」とかけっこを

したり、「じゃあ次はウサギさんになってみよう」と保育者が提案してウサギになりきって走ったり、身

体を十分に温めてから遊べるように配慮していました。かけっこの途中で一人の子が転んでしまいまし

た。その際に保育者は子どもの様子をしっかりと観察した上で、自分で立ち上がる姿を見守り、保育者

の側まで自分で歩いてくると優しく声を掛け、どこが痛かった等子どもの話しをきちんと聞いた後、転

んで汚れてしまった手を一緒に洗いに行っていました。 

しばらく遊んだあと一度水分補給を行い、先に４名の子が保育者と一緒に部屋に戻り、他の子達は少

し遊んでから部屋に帰るなど、２回に分けて入室していました。２回に分けることで、部屋に戻ったあ

との着替えをゆったりと行うことができ、基本的には子どもが自分のペースで行うのを保育者が近くで

見守り、必要に応じて声を掛けたり手伝ったりするなど、一人ひとりにより丁寧に関わることができて

いました。 

トイレにはトイレ表というものが掛けられており、一人ひとりの排泄時間、排便状況、オムツ、布パ

ンツかなど詳細を記入できるようになっていました。 

後半に帰ってきた子たちが着替えをしている間に大人が食事の準備を行い、先に着替え終わった子た

ちはおままごとで遊んでいました。２歳児クラスの室内にはおままごと以外にも粘土やパズル、チェー

リング、コマ、ひも通し、ブロック、車のおもちゃなどがありました。 

テーブルに食事が配膳され、準備が出来たら子どもたちが遊んでいたおもちゃを片付け席に着き、全

員揃ったところで「いただきます」の挨拶をし、食事をとっていました。 
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□3 歳児クラス 

保育者が「いいですか」と子どもたちに伝えると「いいですよ」と子どもたちが返答し保育者の話が

始まりました。昼寝で使用するコットにシーツをかけることや、着替えを準備する事、トイレに行って

椅子を持ってくることなど、順序良く伝えていました。子どもたちは保育者に手伝ってもらいながら、

コットにシーツをつけるなどの準備を終えると、壁に一列に座り、保育者の話を聞いていました。今日

は室内で長縄を楽しんだ後に園庭で遊ぶようです。縄の片方を椅子に結び、もう片方を保育者が回して

跳ぶことを楽しみます。名前を呼ばれた子が一生懸命跳んでいる姿が見られました。見ている子どもか

らは「がんばれ」などの応援の声も聞かれました。長縄の活動を終えると、個々の水筒で水分補給をし

て、園庭に行く準備です。上着などが上手く着ることができない子には、保育者は必要な援助をし、一

人ひとりのペースで準備を進めていきます。靴下、帽子、靴を履き、全員の準備が終わると、園庭に向

かいました。 

園庭で遊ぶ前にクラスで一度集まり、保育者が地面がぬかるんでしまっていることを話し危険性を伝

えてから遊び始めます。子どもたちは、ぬかるんでいない場所で遊ぼうとしたり、自分たちでぬかるん

だ場所に砂を運び、埋めて整備するなどをしていました。また、水で描いたコースを三輪車やキックス

ケーターで走ったり、年長児に混ざって鬼ごっこを楽しんだりする姿が見られました。砂場では、ごっ

こ遊びを楽しむ子どもいました。砂場用のテーブルを家に見立て、「ピンポーン」と言って、オレンジジ

ュースやイチゴミルクなどを運んできます。「これは何ですか？」と聞くと「かき氷です」「ケーキです」

などのやり取りもしています。子どもたちは、自分たちのイメージを膨らませながらごっこ遊びを楽し

んでいる姿が見られました。 

 

 

□4 歳児クラス 

（1 月 14 日） 

体操後、個々の水筒で水分補給をし、園庭で遊ぶ準備をしていました。個々のロッカーから帽子を取

りジャンバーや靴下を履き準備が整いました。園庭に出ると、三輪車やキックスケーターなどで遊んだ

り、鬼ごっこなどをするなど、子どもたちが思い思いの遊びを楽しんでいました。保育者が「マラソン

をしよう」と声をかけ、園庭にカラーコーンを 2 つ置きマラソンが始まりました。保育者の声掛けにつ

られ、数人の子が保育者と一緒にマラソンを楽しんでいました。また、砂場用のテーブルに砂を入れた

カップを並べ、ごっこ遊びを楽しむ子、三輪車に乗って「どこへ行く？」などの会話をしながら遊ぶ子

など、友だちとのやり取りをしながら遊びを楽しむ姿も見られました。 

 

（1 月 17 日） 

制作活動を行っていました。テーブルを 3 台並べ、子どもたちが椅子に座ると保育者が制作で使うも

のを伝えます。「のり、クレヨン」などと伝えると、子どもたちは個々の道具箱から必要なものを持って

きて、席に着きます。今日は、画用紙を三角形に何度か折り、広げると絵になるという制作に取り組ん

でいました。まずは、保育者が折り方の手本を見せます。手本を見て折り始める子や、「先生こう？」な
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ど質問する子など、一人ひとりの進み具合を見ながら保育者が援助します。最後に蛇腹に折った一部分

にのりを付けていました。のりが乾いた後は、好きな絵を描いて完成のようです。のりが乾くまでの間、

園庭で遊ぶこととなりました。 

園庭では、園庭の壁に沿ってクライミングができる環境があり、数人の子どもはクライミングを楽し

んでしました。保育者は全体を見ながらも、足をかける場所などを必要に応じて子どもに伝えていまし

た。また、鬼ごっことボール当てを組み合わせたような遊びを楽しむ子もいました。鬼になった子はボ

ールを持ち、他の子を追いかけ、ボールを当てられると鬼が変わっていました。子どもたちは自分たち

で遊びを考えながら、遊びを発展させ遊んでいる様子が見られました。その中で、保育者に友だちとト

ラブルになったことを訴えに来た子どもがいました。保育者はじっくりと話を聞いた後、「どう思う？」

と子どもに問いかけ、子どもから答えが返ってくると、「じゃあそうしてみよう」と子どもが決めたこと

を後押しする姿も見られました。 

 

 

□5 歳児クラス 

（1 月 14 日） 

園庭に行く準備をし、園庭に出ると早速数人の子どもで円になり、鬼ごっこが始まりました。まずは、

鬼を決めます。円になり一人ひとりの子どもが足を出し、鬼を決める役の子が、時計回りで「おにきめ」

と言いながら、足に指をさしていきます。鬼が決まると、鬼の子は、帽子を裏返しにし、勢いよく他の

子を追いかけていきました。他にも、ボール突きで何回突けるかを競い合ったり、園庭にあるサッカー

ゴールを使ってサッカーを楽しむ子など、一人ひとりの子どもが十分に体を動かして遊ぶ様子が見られ

ました。保育者は、ボールをたくさん突けたことを伝えに来る子どもに対して、「すごい、そんなに突け

るの」などのやり取りをしながらも、子どもたち全体の遊びの様子を見るなど、安全面にも配慮する姿

が見られました。 

 

（1 月 17 日） 

子どもたちが保育者の前に集まり、朝の会が始まります。「休みの日に何をしていたか？」などのイン

タビューの後、個々の名前を呼び出席を取っていました。その後今日の活動について話します。「卒園式

の時にお父さんとお母さんになんて言うか」をテーマにみんなで意見を発表します。子どもたちは順に

答えていきます。「毎日ご飯を作ってくれてありがとう」などの意見が挙げられると、保育者は「いいね」

など子どもの意見を十分に受けとめていきます。 

発表の後は、ハンカチ落としです。子どもたちは円になって座り、背中の後ろに両手でお皿の様な形

を作り、ハンカチが落とされるのをドキドキしながら待っています。ゲームがスタートしハンカチが落

とされると、追いかける子と逃げる子が円の周りを一生懸命走ります。鬼にタッチされず、保育者が「セ

ーフ」と言うと、他の子は拍手をするなど、追いかける子と逃げる子だけでなく、待っている子もその

様子を見ながら、終始楽しむ姿が見られました。ハンカチ落としを楽しんだ後は、園庭に出て遊びまし

た。 

園庭では、保育者と一緒に体操をしたり、鬼ごっこを楽しんだりと、体をめいっぱい動かして遊ぶ姿
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が見られました。鬼ごっこの鬼を決める際にトラブルになった際は、保育者がその様子を見て、話を整

理し、子どもたち自身で考えられるように援助していました。また、園庭にあるサッカーゴールを使っ

て、ドリブルからシュートをするなど、サッカーを楽しむ子供もいました。 

 

□4~5 歳児クラス （体操教室） 

観察日には 4 歳児、5 歳児を対象とした体操教室が実施されていました。子どもたちは講師の笛の合

図や掛け声等に合わせてさまざまな動きを楽しんでいました。ブリッジで30秒程度姿勢を維持したり、

笛の音に合わせて前かがみで手を付き、両足を宙に挙げ足を叩き合わせるなど楽しそうに取り組んでい

ました。保育者は一人ひとりの子どもの様子を見て補助をしたり、手本を見せたり、時には「がんばれ」

「よくできてるよ」など声をかけるなど、子どもたちが楽しんで行えるよう配慮していました。床にあ

おむけになり、肩をしっかりと床につけた状態で、笛の合図で素早く立つなどの動きでは、保育者も子

どもたちと競争を楽しんで取り組む姿が見られました。また、チームに分かれてのケンケンでの競争や

両手を頭の後ろで組み、両足ジャンプで進む、カニ歩きやクマ歩きでの競争などの動きも楽しんでいま

した。子どもたちは「がんばれ」と応援しながら終始、楽しそうに取り組んでいました。その様子を見

ていた園長先生も、子どもたちと一緒に競争や体操に加わり一緒に楽しむ姿が見られました。チームで

の活動が終わると、個々に分かれてビニール袋に空気を入れ風船のようにし、落とさないように足で蹴

るなどの遊びにも取り組んでいました。最後にジャンプやストレッチなどの整理体操を行い、静かに正

座をして「ありがとうございました」の挨拶で終了していました。 

 

□3~5 歳児クラス（コーディネーショントレーニング） 

・朝の活動が始まる前に、3~5 歳児は、コーディネーショントレーニングと呼ばれる活動に取り組んで

います。観察日は、3~5 歳児ごとに間隔をあけて並び、前に出た保育者の指示をしっかりと耳で聴き取

り、身体を動かしていました。 

子どもたちは、保育者が「前」と掛け声をすると前にジャンプし、その後元の場所に戻ります。次に

「後ろ！」というと後ろにジャンプし戻るといった動きを行っていました。はじめは、同じ方向を繰り

返し行い簡単な動きからはじめ、慣れてくると違う方向に体を動かすなどの動きを楽しんでいました。

さらに難易度が上がると、途中で年長児が手本を見せたり、横に動く動作やスピードをアップするなど

動きに変化を入れながら進めていました。子どもたちは、コーディネーショントレーニングの中で、目

（見る）、耳（聞く）、身体（動かす）を使った動きを楽しんでいました。最後に片足で立ち両手を広げ

てバランスを取る動きにも取り組んでいました。子どもたちは慣れた様子で、とてもきれいな姿勢でバ

ランスを取っていました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や方針は、ホームページやパンフレット、

重要事項説明書に記載されるとともに、玄関に掲示さ

れています。保育理念は「おはなのようにわらい こと

りのようにうたい こりすのようにあそぶ げんきな

こども」です。「保育園こりす」の保育にあたっては、

国の保育所保育指針にそって養護と教育が一体とな

り豊かな人間性と、創造性を持った子どもを育成する

ことを目的とし、延長保育、一時保育、子育て支援な

どを通し、地域のニーズに応え、愛される保育を目指

すことが述べられており、保育所の使命や目指す方

向、考え方を読み取ることができます。 

・理念や基本方針については、3 月の職員会議にて、

重要事項説明書とともに職員と共有し、周知を図って

います。また、年間カリキュラムの見直しや、園内研

修の際にも、カリキュラムや研修内容と照らし合わせ

理念や基本方針を確認する機会があります。 

・保護者へは、入園説明会で重要事項説明書を通して

説明するとともに、懇談会等を通して保育内容ととも

に説明しています。また、年度途中に園だよりに、保

育の理念や保育の基本方針を記載し、改めて周知を図

る工夫をしています。 

・保護者からの意見についても、園の理念や方針にも

とづいて検討し、回答するなど保護者への周知を図る

取り組みが実施されています。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 
  

・社会福祉事業全体の動向については、園長会議や区

などの関係機関からのメール配信等を通して把握し
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2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

ています。一例として少子化等による入園希望のニー

ズの変化などがあげられます。 

・地域の各種福祉計画の策定動向等については、園長

会議や幼保小連絡会の参加等を通して把握していま

す。一例として、地域の防犯対策等の共有などがあげ

られます。また、町内会に所属することで日ごろから

地域の情報を得るとともに、園が地域の自治会館の鍵

の管理していることから、地域の方が定期的に園を訪

れることで、情報共有等が図られています。 

・園が位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課

題については、園見学希望者の年齢別人数の把握や未

就学児を対象とした、こりすくらぶでの地域の親子と

の交流を通して把握につなげています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・経営課題については、理事会や職員会議等を通して、

具体的な課題を明らかにし、共有しています。具体的

には、施設の老朽化に伴う、設備の整備があげられま

す。現在、園舎 2 階の空調工事を終えるとともに、今

後１階の空調工事や園庭を人工芝にすることなど、具

体的な取り組みが進められています。また、手洗い場

を自動水栓にするなどの取り組みも行われています。 

・職員の充足及びスキルアップも課題として取りあげ

ています。スキルアップに関しては、園内研修の充実

やキャリアアップ研修の積極的な受講等を通して具

体的な取り組みが進められています。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

 

 

B 

 

 

C 

・中・長期的なビジョンとして、施設の老朽化に伴う

修繕計画及び積立等を実施しています。修繕計画等に

関わる予算に関しては、担当税理士と新年度を迎える

前及び年度の中間点で見直し、作成を行っています。 

・今後は、修繕計画に伴う予算計画のみでなく、保育

理念や保育方針の実現に向けた、園全体の中・長期的

なビジョンを検討し、中・長期計画として作成するこ
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改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

  

 

 

とが期待されます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

B 

 

 

 

C 

 

・中・長期的なビジョンとして、施設の老朽化に伴う

修繕計画が作成されており、計画にもとづき、単年度

での修繕箇所等を検討しています。今後は、中・長期

計画を策定し、その内容を反映した単年度計画が示さ

れることが期待されます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

C 

・単年度の修繕計画を検討する際は、職員の意見を反

映させています。一例として、園庭の修繕があげられ、

現在使用しているゴムチップマットを再度使用する

か、または、人工芝に変えるのが良いかなどについて

職員から意見を聞き、計画に反映させています。 

・今後は、修繕計画以外についての単年度計画を作成

し、職員会議等を通して職員の理解が促されるよう周

知するとともに、計画の見直しや評価の実施につなげ

ることが期待されます。 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

  
・複数名の保護者代表と理事長、園長、職員代表が参

加して実施される運営協議会を通して、修繕計画等の

内容について共有しています。今後は、修繕計画以外
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布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

B 

 

 

C 

 

 

についての単年度計画を作成し、運営協議会等を通し

て、説明することが期待されます。 

・保護者会会費の使用用途について、保護者会収支報

告書を園内に掲示し、保護者等が理解しやすいような

工夫を行っています。 
 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・月に 1 回、全職員が参加して実施する職員会議や各

クラスで行われる乳児会議及び 3 歳~5 歳児の担任で

実施される幼児会議を通して、保育の質の向上に関す

る取り組みが実施されています。PDCA サイクルにつ

いては、各クラスに掲示し日ごろから意識するととも

に、各種指導計画に反映させています。 

・年に 1 回、全職員で保育所全体の自己評価に取り組

んでいます。自己評価は保育の計画の編成と実施に関

する評価等、項目ごとに細分化され達成度を棒グラフ

で示すとともに具体的な意見や改善策をまとめてい

ます。 

・日ごろの保育について、職員会議等で分析・検討し

実行につなげています。一例として、3 歳~5 歳児の朝

の会にコーディネーショントレーニングと呼ばれる

頭と身体を使った活動を取り入れるなどの取り組み

が実施されています。コーディネーショントレーニン

グの内容については、担当職員と園長とで検討し、実

践につなげています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

 

 

 

 

・年に 1 回、全職員で取り組む保育所全体の自己評価

については、保育目標や保育について、またクラス運

営や研修等、項目ごとに達成度がまとめられていま

す。また、達成度とともに具体的な意見や改善策がま

とめられています。まとめられた内容については、職
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□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

B 

 

A 

員会議で共有されるとともに、今後の具体的な保育の

方向性として確認しています。 

・評価結果にもとづく具体的な取り組みにつなげてい

ます。一例として、クラス担任ではないフリー職員の

配置について見直しました。以前は全クラスのフリー

職員としての配置でしたが、各クラスの子どもの状況

等をより把握した上での配置が良いと考え、乳児担当

のフリー職員と幼児担当のフリー職員の配置を行う

ことにつなげました。これらの取り組みについは、書

面等にて保護者との共有を行っています。 

 

 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・園長は職員会議や園内研修等を通して、自らの役割

や方針等を伝えています。一例として、クラス間の連

携と共有の大切さについて伝え、クラス間での情報共

有や意見交換等を促し、職員同士の連携につなげてい

ます。また、日ごろから各職員の意見を聴き、必要に

応じて職員間の橋渡し役等も行っています。 

・園長は、「保護者の方と協力して保育をすること」を

自らの役割と責任とし、日ごろの送迎時でのやり取り

や園だより等を通して伝えています。 

・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任及

び不在時は副主任へ報告をすることなどの権限委任

等については、危機管理マニュアルや不在時分担等に

記載され、掲示されています。 

 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

  
・園長は、法人を担当する社労士と産休や育児休業制

度、またパワーハラスメント防止法等、遵守すべき法

令等について共有しています。また、傷病手当金の見
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ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

A 

 

A 

直し、パワハラ防止措置の義務化、また時間外労働の

限度基準の見直し等、法改正が行われた際は共有する

など、定期的に遵守すべき法令等を把握する取り組み

を行っています。さらに、法人を担当する弁護士との

連絡体制が確立され、日ごろから法令等について確認

できる体制が整えられています。 

・園長は、園長会や行政からの知らせ等を通して、市

の小児医療費助成の所得制限の変更等、幅広い分野に

ついて遵守すべき法令等の把握に努めています。把握

された内容については、職員会議にて職員に伝えると

ともに、必要に応じて掲示することで保護者への周知

も図っています。 

・園長は、職員に対して、就業規則等を通して遵守す

べき法令等を周知し、個人情報保護等、遵守するため

の具体的な取り組みにつなげています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、職員会議や毎日のミーティング、また必要

に応じて各クラス会議に出席し、保育の質の現状につ

いて定期的、継続的に評価・分析を行っています。  

・各種会議等で得られた職員の意見を、日ごろから迅

速に具体的な取り組みにつなげています。一例とし

て、園庭での活動の際に危険個所等に気づいた場合、

子どもが危険個所に近づかないように柵をするとと

もに、その後の状況について毎日のミーティング等で

確認しています。 

・園長は、保育の質の向上について組織内に副主任、

乳児リーダー、幼児リーダー、各クラスリーダー及び

行事ごとの係等、具体的な体制を構築し、自らもその

活動に積極的に参画しています。 

・園長は、保育の質の向上について、園内研修等を通

して職員の教育・研修の充実を図っています。キャリ

アアップ研修等外部研修も積極的に受講し、研修を受

講した職員は研修報告書にまとめるとともに、園内研

修で共有するなどの取り組みが行われています。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

 

 

 

 

・園長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人

員配置に配慮しています。シフト作成を担当する職員

がシフトを作成後、園長が最終確認しています。最終

確認された内容をもとに、当日の子どもの出席状況を

踏まえたシフトを作成し、業務時間内で事務作業がで
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□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

B 

 

B 

 

きる時間を確保するなど、働きやすい環境整備に取り

組んでいます。また、有給休暇については、有給管理

表にて各職員の有給取得数を確認し、有給休暇を取得

するよう促しています。 

・園長は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、

組織内に同様の意識を形成するための取り組みを実

施しています。一例として、職員が保育備品等必要な

ものを購入しやすいよう、購入依頼リストと呼ばれる

書面を作成し、職員はリストに購入希望物品を記載す

るとともに園長に伝えることで、購入できる仕組みを

作りました。 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方

は、就業規則に記載されています。具体的な人員体制

に関する計画については、職務分担表にもとづいて常

勤職員、非常勤職員等の必要な人材を確保することが

検討されています。また、例年 11 月ごろに実施する

職員の意向調査の内容をもとに、産前・産後休業や育

児休業を希望する職員の意向も踏まえ、次年度の採用

計画につなげています。 

・計画にもとづいた人材育成については、園内研修や

キャリアアップ研修の受講等を通して行われていま

す。また、子育て支援員の資格取得のための講習参加

等も行っています。 

・効果的な福祉人材確保として、紹介会社の活用を行

っています。また、実習生の受け入れや保育士養成校

との連携を通して、採用につながることもあります。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

 

 

 

 

 

 

・園の理念・基本方針にもとづいた期待する職員像に

ついては、服務規定に記載されています。入社前に園

長と服務規定の読み合わせを行い、理解を図っていま

す。 

・人事基準については、就業規則に定められています。

就業規則では服務規律、服務心得等を通して、職員に
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知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

B B 
求める水準が示されるとともに、賃金規程にて、各手

当等、具体的な処遇内容が記載されています。また、

園の賃金算定法について、基本給や定額手当、及び残

業代の計算方法等が事務室に掲示されています。 

・園長は年に 2 回、職員面談を実施しています。職員

面談では、各自の目標や課題等について共有していま

す。面談内容や日ごろの取り組み内容を踏まえ、処遇

改善につなげています。 

・職員が、自ら将来の姿を描くことができるような仕

組みの一環として、キャリアアップ研修の積極的な受

講や処遇改善等に取り組んでいます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・労務管理については、園長は日々の勤務状況につい

てパソコン内で就業状況チェックを行い、超過勤務等

も含め管理しています。超過勤務が生じる際は、事前

に園長に申請し、時間調整や業務分担等を配慮する体

制が整えられています。 

・園長は日ごろから、午睡時や退勤前などに職員と話

す機会を設けるとともに、必要に応じて適宜職員面談

を行うなど、職員の心身の健康と安全の確保に努めて

います。また、健康チェックカードファイルを用意し、

各職員が出勤時に体温や健康状態を記載することで、

職員の健康状態の把握が図られています。 

・健康診断の際は、巡回検診車が来園し、職員が受診

しやすい体制が整えられています。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みとし

て、有給休暇の取得の推進や短時間勤務の導入を行っ

ています。また、産前・産後休業や育児休業の取得も

積極的に行っています。さらに、シフト作成の際は、

遅番勤務の翌日に早番勤務にしないことや、土曜出勤

をした際には、翌週の月曜日に休めるようにするなど

の配慮をしています。 

・働きやすい職場づくりの一環として、日々の各職員

の配置や動き等をデイリーと呼ばれる所定の用紙に

記載し、掲示しています。デイリーは子どもの登園状

況等に応じて園長が変更し、書類等の作成に充てられ

る時間を作るなど、働きやすい職場づくりに努めてい

ます。また、休憩場所としてフリースペースの用意や、

家賃補助制度、駐車場の利用等もあげられます。 
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（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・期待する職員像は、服務規定や服務心得等で示され

入社前に園長と読み合わせを行い理解が図られてい

ます。 

・5~6 月と 12~1 月にかけて年に 2 回の園長面談を実

施しています。園長面談では各職員の目標や課題を共

有するとともに、達成度等を確認するなど、適切に進

捗状況の確認が行われています。面談の記録に関して

は園長が記録し、各職員の目標を管理しています。 

・今後は、目標管理のための仕組みとして、各職員の

目標や達成度を記載できる所定の用紙等を作成し、面

談の際に用紙にもとづいて目標達成度の確認を行う

などの取り組みが期待されます。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・期待する職員像は、服務規定や服務心得等で示され

るとともに、園内研修等を通して園長より伝えていま

す。 

・年間の研修計画は毎年年度末に、翌年度の計画を作

成しています。作成の際は園長を中心に、看護師等の

専門職も加わり作成しています。 

・研修計画は研修実施日、内容、対象者等の項目をあ

げ作成されています。キャリアアップ研修等、外部研

修とともに園内研修も計画に含め作成しています。 

・園内研修では、保育所自己評価や全体的な計画、ま

た保育内容や子育て支援等をテーマに取り上げ、実施

されています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

 

 

 

 

・職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等につ

いては、園長がパソコン内で一覧にし、研修受講後に、

追記することで把握しています 

・新任職員に対しては、日ごろから担当クラスの経験
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□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

B 

 

B 

 

豊富な保育者による助言等を行うとともに、定期的な

園長面談を実施するなど、職員の経験や習熟度に配慮

した個別的な OJT が適切に行われています。 

・階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等について

は、各職員が必要とする知識や技術を獲得するため、

キャリアアップ研修等の外部研修の受講を、個々の職

員の水準に合わせて勧めています。 

・研修内容については、研修概要、内容、感想、検討

したい取り組みの欄が設けられている、研修報告書に

まとめられ、園内研修等を通して全職員と共有してい

ます。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢は、実習生受け入れマニュアルに明文化し

ています。 

・実習生受け入れマニュアルをもとに、連絡窓口を含

め、園長が中心となり対応しています。 

・実習生の意向や学びたいこと等に配慮し、全年齢に

実習に入るなど、実習生ごとにプログラム、スケジュ

ールを計画しています。日々の実習後には、各クラス

担任と振り返りを行っています。また、実習の中間と

最終日には園長との振り返りの場を設けています。 

・学校との連携として、実習前に実習生の情報等のや

り取りを行うことや、実習中の学校担当者の巡回を積

極的に受け入れていることが挙げられます。 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

 

 

 

 

・園のホームページに、理念や基本方針、概要や具体

的な取り組みなどが公開されています。また、福祉全

般に関するポータルサイトである、WAM NET に第

三者評価結果等の情報を公開するとともに、園の玄関
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□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

に第三者評価報告書を置き、いつでも閲覧できる体制

が整えられています。 

・苦情・相談の体制については、重要事項説明書で示

されるとともに、園内にも掲示しています。 

・園の理念、基本方針やビジョン等について、社会・

地域に対して明示・説明する機会として、未就園児を

対象とした、こりすクラブを実施しています。こりす

クラブでは、園庭を開放し、在園児と一緒に遊んだり、

保護者からの子育て相談を受けたりするとともに、地

域の親子同士の交流の場にもなっています。 

・地域へ向けて、理念や基本方針、園で行っている活

動等を説明したパンフレットを区の窓口に置いてい

ます。パンフレットには、園の 1 日、年間行事を写真

も含め掲載するとともに、保育の特徴としてリトミッ

クや体操、造形活動等の紹介をしています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・保育所における事務、経理、取引等に関するルール

については、職員会議等を通して周知しています。保

育で必要な物品等を購入する際は、園長に申請すると

ともに、購入依頼リストに記載します。記載された内

容について園長が確認し、一定額以上は理事長決裁、

その他は園長決裁で購入します。 

・月ごとに事務担当が、領収書を取りまとめ出納帳に

て管理しています。取りまとめた内容については園長

が最終確認をしています。 

・外部の専門家による監査支援等として、市の監査課

による指導監査を実施しています。監査内容について

は、指摘事項にもとづいて改善し、市へ報告及び必要

書類の提出を行っています。 
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４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・地域との関わり方については、園の理念に示される

とともに月間指導計画等に反映されています。 

・病児病後児保育、休日保育、一時保育、また近隣の

緊急連絡先等、市や区からの案内などの情報を収集

し、玄関等に掲示し保護者に提供しています。 

・コロナ禍以前は、例年、小学校でのヤゴ取りなどの

交流や近隣保育園とのドッジボール大会を行うなど、 

地域の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設け

る取り組みが行われていました。 

・個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地域にお

ける社会資源を利用するよう、発達相談や予防接種な

どの情報が記載されたパンフレット等を玄関に掲示

するとともに、自由に持ち帰ることができるよう配備

しています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢は、ボラン

ティア受け入れマニュアルに明文化されています。 

・コロナ禍以前は、年に 1 回程度、中学生の職業体験

の受け入れを行っていました。受け入れの際は、ボラ

ンティア受け入れマニュアルにもとづき、守秘義務や

子どもと関わる際の配慮事項等の事前説明を行うな

ど、必要な研修等を行っています。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

 

 

 

 

・近隣の公園を写真で紹介するとともに、「川の流れ

をじっくり眺める」「水の音に耳を傾ける」など、道中

の楽しみ方や危険個所等を具体的に示した散歩マッ

プを掲示しています。 
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に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

B 

 

 

A 

・職員会議等を通して、近隣の病院や自治会館等の連

絡先や区の窓口や児童相談所等の支援機関など、子ど

も・保護者の状況に対応できる社会資源について共有

しています。 

・要保護児童や、見守りが必要な家庭等については、

定期的に区の担当者や保健師と連絡を取り情報共有

をしています。また、必要に応じて児童相談所と連携

を図る体制が整えられています。 

 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・地域の福祉ニーズについては、未就園児を対象とし

て実施する、こりすくらぶ等を通して把握していま

す。一例として、未就園児の親子が交流できる場の必

要性等について把握しています。 

・園は、地域の町内会に所属し地域の情報の積極的な

把握に努めています。また、地域の自治会館の鍵の管

理をしていることから、地域の方が定期的に園を訪れ

ることで、地域の福祉ニーズ等の情報共有等が図られ

ています。 

 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・把握されたニーズにもとづき、園では、こりすクラ

ブを実施しています。こりすクラブでは、園庭開放や

砂場遊び、リトミック、製作、看護師による赤ちゃん

マッサージ等を実施するなど、地域の未就園児の親子

が交流できる場を設けています。 

・社会福祉分野のみならず、地域コミュニティの活性

化やまちづくりの一環として、戸外活動の際にゴミ拾

いを行なったり、園に常夜灯を整備するなどの取り組

みを実施しています。 
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□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもを尊重した保育の実施については、保育理念

や全体的な計画、また育児の手順等の中で明示し、職

員会議や園内研修等を通して、園長が伝えています。 

・子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理綱領」

については、服務規程や育児の手順等に記載され、入

社時や職員会議等を通して理解を深めています。 

・育児の手順には、食事、排泄、着脱、睡眠等の手順

について具体的な内容が記載され、子どもを尊重した

保育に関する基本姿勢等が明記されています。具体的

な内容は各種指導計画に反映されています。 

・子どもの尊重や基本的人権への配慮について、育児

の手順等を使用したマニュアル研修を定期的に実施

するとともに、職員会議やクラス会議等を通して振り

返っています。また、各種指導計画を通して、PDCA

サイクルを考慮した振り返りが実施されています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てる具体的な取り組

みの一つとして、異年齢保育を実施しています。一例

として園庭遊びでは、5 歳児と一緒に、3，4 歳児も鬼

ごっこを行う姿が見られるなど、日ごろの保育の中で

自然と異年齢での関わりが行われています。関わりの

中で、保育者は必要に応じて仲立ちをすることで、互

いを尊重する心が育まれるよう配慮しています。 

・男児は寒色系、女児は暖色系などの固定的な対応を

しないよう配慮し、職員会議等で共有しています。 
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心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・子どものプライバシーの保護については、個人情報

規定等に記載されるとともに、育児の手順、水遊びマ

ニュアル等に記載されています。これらの内容につい

ては、職員会議やマニュアル研修の実施等で確認し、

理解を図っています。 

・おむつ替えは必ずトイレの中や所定の場所で行い、

外部から見られないよう配慮しています。また、着替

えの際は、上を脱いだら上を着るなど順に着替える、

プールや水遊びの際には、フリースペースを使用し、

外部から見られないように配慮することなどの取り

組みが行われています。 

・入園時には、個人情報の取り扱いについて、必ず保

護者に説明し同意書をいただいています。 

  

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園の 1 日や年間行事を写真も含め紹介するととも

に、リトミックや体操、造形活動等の保育の特徴を示

したパンフレットを区の窓口に設置しています。 

・パンフレットは子どもの活動の様子を写した写真を

多く掲載するとともに、レイアウトや色遣いを工夫

し、見やすくわかりやすい内容になっています。また、

必要に応じて園の 1 日の流れ等の掲載内容を変更す

るなど、適宜見直しを実施しています。 

・園見学は、決められた曜日で行われていますが、状

況に応じて別の曜日で実施するなど、見学者の希望に

柔軟に対応しています。見学の際は、園内及び園庭の

案内や登降園の仕方、保育内容の説明、また質問等へ

の回答を行っています。また、電話での説明等も行っ

ています。 

 

 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

  
・入園説明会等を通して、重要事項説明書等の説明を

行い、保護者は同意書に記入をしています。重要事項

変更の際は、再度説明し、その都度同意書を得ていま
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同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

す。 

・保育の開始時は、入園のしおりにて保育理念・基本

方針の他、行事、持ち物、生活の流れ等について説明

しています。持ち物に関しては、実物を見本として提

示するなど、保護者等が理解しやすいような工夫や配

慮を行っています。 

・食物アレルギーなど、特に配慮が必要な保護者への

説明については、園長、担任、看護師、栄養士を交え

た個別説明を行っています。その際に、園での対応や

提出書類等について詳細に説明しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

A 

・保育所の変更にあたっては、個人情報の観点から保

護者に同意を得たうえで、電話での情報共有や、必要

に応じて引継文書を作成するなど、保育の継続性に配

慮した取り組みが行われています。 

・保育所の利用が終了した後の相談窓口として、園長、

担任等が担当することを口頭で保護者に伝えていま

す。今後は、相談窓口等について記載した文書を渡す

などの取り組みも期待されます。 

 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・連絡帳や毎日のミーティング、また日々の遊びや生

活の様子を見て、一人ひとりの子どもの満足を把握す

るように努めています。 

・保護者に対する、利用者満足に関する調査として、

年度末に実施する園全体の内容に関する保護者アン

ケートや行事後のアンケート、意見箱の設置等を行っ

ています。 

・利用者満足を把握する取り組みの一環として、年に

2 回の個人面談や懇談会、また運営協議会等を実施し

ています。運営協議会には複数名の保護者代表と理事

長、園長、職員代表が参加し、職員等が、利用者満足

を把握する目的で、協議会に出席しています。 

・把握された内容については職員会議等を通して検討

しています。また、検討された内容について具体的な

取り組みにつなげています。一例として、外階段を使
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討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

用してお迎えをする際に、明るい外灯が欲しいとの要

望を受け十分な明るさとなる外灯を新たに設置しま

した。また、送迎の際の駐車スペースへの要望も上が

ったことから、園が所有する駐車スペースを利用でき

るようにするなどの取り組みも行いました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制については、受付担当を各担任とし、

解決責任者を園長としています。また、2 名の第三者

委員を設置しています。これらの内容は、重要事項説

明書に記載があるとともに、玄関に掲示しています。 

・意見箱を設置し、保護者等が苦情を申し出しやすい

工夫を行っています。 

・苦情内容については、苦情・ご意見報告書に記載さ

れ受付と解決を図った記録を適切に保管しています。 

・日々の保育の中で把握された苦情内容に関しては、

毎日のミーティングの際に確認、検討した上で、迅速

な対応と報告につなげています。 

・苦情内容及び解決結果等で、園全体に関わる内容の

際は、苦情を申し出た保護者等に配慮したうえで、全

園児に手紙を配布するなど、内容に応じて配慮したう

えで、公表しています。 

・苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に関わる

取り組みが行われています。一例として、0,1 歳児の

朝の支度の際に混雑してしまうという意見に対して、

支度スペースを分けるなどの取り組みが行われまし

た。また、安全対策から門扉を開ける時間を定めたり、

必要な時間帯で職員が門扉に立つなどの取り組みも

行われています。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

A 

・相談の受付担当については、各担任及び園長、また

必要に応じて第三者委員や市の苦情窓口など複数の

相手を自由に選べることを、重要事項説明書や入園の

しおりで伝えています。また、直接の相談以外に、意

見箱を通して意見を述べられることを知らせ、意見箱

及び意見用紙を玄関に置いています。 

・相談をしやすいスペースの確保として、園長室やフ

リースペースを利用し、面談を実施しています。 
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36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・連絡帳のやり取りや、送迎時の子どもの様子の伝達

等のコミュニケーションを通して、保護者が相談しや

すく意見を述べやすいように配慮しています。 

・意見箱の設置や年度末に実施する園全体の内容に関

する保護者アンケート、行事後のアンケート等を行う

など、保護者の意見を積極的に把握する取り組みを行

っています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等については、苦情対応マニュアルに定

めています。 

・職員は、保護者からの相談等について検討に時間が

かかる場合については、園長等と相談し、迅速に対応

することを伝えています。 

・保護者の意見にもとづき、保育の質の向上に関わる

取り組みが実施されています。一例として、外遊びの

時間を増やしてほしいことや室内遊びの内容等につ

いて意見をいただき、外遊びの時間を増やしたり、室

内遊びの工夫を行うことなどに取り組みました。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関する責任者の明確化につい

ては、事故対応マニュアル、緊急連絡フローチャート、

自衛消防組織等で責任者を明確にしています。保育室

には、救急要請のフローチャートや近隣医療機関等の

連絡先が記載された一覧が常備されており、日ごろか

ら責任、手順等を明確にし、職員に周知しています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例については、ヒヤ

リハット報告書に記載し、積極的に事例収集が行われ

ています。また、日ごろから危険に関する気づきにつ

いては、毎日のミーティングで確認し迅速な対応を行

っています。一例として、園庭の壁に釘が出ていたこ

とに気付き、ヒヤリハット報告書に記載するととも

に、ミーティングで共有し、柵を置いて触れないよう

にするなどの取り組みを行いました。取り組み後の様

子についても、翌日に再度確認するなど、日ごろから

改善策・再発防止策を検討・実施する等の取り組みが

行われています。 

・事故対応マニュアル等については、年度末の職員会

議等で定期的に評価・見直しを行っています。 
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□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・感染症対策については、園長・看護師を中心に管理

体制が整えられています。 

・感染症の予防と発生時等の対応については、感染症

予防マニュアル、安全衛生マニュアル等に記載され、

職員に周知しています。また、園内研修でマニュアル

を定期的に見直すなどの取り組みも実施されていま

す。 

・感染症の予防策として、園長と看護師による連絡帳

や健康チェックカード等を通した、園児及び職員の体

調の把握を行っています。また保健だよりを通して、

毎月感染症発生状況と対処法を掲載するなどの取り

組みが行われています。 

・園では日ごろからこまめな消毒を心掛けています。

子どもが使用する玩具やテーブル等に加え、加湿器や

エアコン、窓などの消毒も行っています。 

・嘔吐処理セットを設置し、迅速な対応ができるよう

体制を整えています。また、体調のすぐれない子ども

は、フリースペースなど別室で過ごす等の配慮が行わ

れています。 

・感染症が発生した際は、感染症名と各クラスの発症

人数及び症状と登園基準について園内に掲示し、保護

者に知らせています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・災害時の対応体制については、災害対応マニュアル

に記載されています。また、緊急連絡フローチャート

や自衛消防組織図に具体的な担当者や役割が記載さ

れています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

は、一斉メールを通して行っています。地震が発生し

た際などに、一斉メールで園の状況や子どもの様子等

を伝えることで、安否に関する周知が図られていま

す。 

・食料や備品類等の備蓄については、園長、看護師、

栄養士が連携して行っています。期限を定期的に確認

し、非常時に対応できるよう整備しています。 

・消防署が実施する訓練に参加した実績があります。
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るなど、体制をもって訓練を実施している。 また、町内会で実施される避難訓練等の情報把握に努

めています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・標準的な実施方法については、育児の手順等で適切

に文書化されています。子どもの尊重、プライバシー

の保護や権利擁護については、全体的な計画や各種指

導計画に明示されています。 

・標準的な実施方法については、園内研修や園長面談、

また、年に１回実施される保育所全体の自己評価等を

通して、職員に周知するための方策を講じています。 

・標準的な実施方法にもとづいて実施されているかど

うかについては、職員会議やクラス会議、また毎日の

ミーティング等で確認しています。また、各種指導計

画の自己評価を通して確認しています。 

・標準的な実施方法により、保育実践が画一的なもの

とならないよう、一人ひとりの子どもの姿に応じて、

個別支援計画書にてねらいを立て実践につなげてい

ます。また、０～２歳児は育児担当制を取り入れてい

ますが、子どもの状況に応じて柔軟に対応していま

す。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・保育の標準的な実施方法の検証、見直しについては、

月に１回実施される職員会議や年度末の会議等を通

して行われています。一例として、育児の手順に記載

されている、服のたたみ方について検討し、日ごろの

生活の中で子どもがたたみやすい方法に変更しまし

た。 

・検証、見直しにあたり、職員や保護者等からの意見

や提案が反映されるような仕組みになっています。職

員については、毎日のミーティングや職員会議等を通

して意見が反映されています。保護者等については、

年に１回実施される園全体に対するアンケートや個

人面談、懇談会等で得られた意見が反映されていま

す。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・指導計画の策定は、各クラス担任が行い、園長が最

終責任者として確認をしています。 

・入園前に各家庭と個別面談を実施し、適切なアセス

メントにつなげています。面談では、家族構成や１日

の生活の様子、食事、睡眠、排せつ等について児童票

等、所定の用紙を使用し把握しています。入園後は、

食事、睡眠、排泄、運動機能等について年齢に応じて

適宜、所定の用紙で確認しています。また、進級時は

引継ぎ表にて、一人ひとりの子どもの様子についてア

セスメントを行い、引継ぎを実施しています。 

・アセスメントの際は、看護師や栄養士、また必要に

応じて療育センターや児童相談所等の関係機関と連

携するなど、さまざまな職種の関係職員で協議する体

制が整えられています。 

・全体的な計画にもとづき各種指導計画が立てられて

います。 

・指導計画等にもとづく保育実践や支援困難ケースへ

の対応については、クラス会議や職員会議等を通して

子どもの発達や姿を検討し、保育の振り返りを行うな

どの仕組みが構築されています。振り返りを行った内

容については、各種計画に反映させ実践につなげてい

ます。 

 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・全体的な計画は、年度末に職員会議にて見直しを実

施しています。また、各種指導計画の見直しは、定め

られた時期に応じて実施されています。さらに、保育

所全体の自己評価を年に１回実施し、結果内容を園内

に掲示し、保護者との共有が図られています。 

・見直しによって変更した指導計画の内容は、毎日の

ミーティングで関係職員に周知し、会議録に記してい

ます。 

・日々の活動はクラス日誌に記載されています。クラ

ス日誌に午前と午後の活動内容を記載し、それぞれの

ねらいを立てています。振り返りの際は、ねらいに応

じた活動内容について、評価を行うことで、保育の質

の向上に関わる課題等を明確にするよう努めていま

す。 
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い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

・各種指導計画の評価内容については、次の指導計画

に生かし、具体的な保育実践につなげています。 

 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等は、個別指導計画、

保育日誌、児童票、個人面談記録、引継ぎ表等定めら

れた書式によって記録され、保管されています。個別

の指導計画等にもとづく保育が実施されていること

を、記録により確認することができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、園長が個々の育ちに合った内容か等について指

導するとともに、内容に応じて全体会議で共有するな

どの取り組みも行っています。また、保育所児童保育

要録の書き方についての外部研修に参加しています。 

・園における情報の流れが明確にされ、情報の分別や

必要な情報が的確に届くようにするため、園長が情報

の分別を行い、全体やクラスリーダー、クラス内に伝

達するなどの仕組みが整備されています。 

・情報共有を目的として、月１回の職員会議をはじめ、

必要に応じて適宜実施されるクラス会議、毎日実施さ

れるミーティング等を敵的に開催する取り組みが行

われています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

する方針については、個人情報保護規定等のマニュア

ルにより定められています。 

・記録管理の責任者を園長とし、個人情報の記載があ

る書類等は施錠される書庫で管理するなど適切な管

理が行われています。また、記録の管理については、

園内研修にて確認しています。 

・個人情報が記載された書類は、園長室で確認すると

ともに、保育室に持ち出す際は園長に確認するなど、

個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対

応が実施されています。 

・園には、園長専用、事務担当専用、及び各クラスの

パソコンがあり、すべてのパソコンには、パスワード

が設定されています。 

・個人情報の取り扱いについては、重要事項説明書に
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記載され、入園時に説明し、個人情報取り扱いに関す

る同意書で同意を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、各年齢別の発達過程を踏まえ、養

護と教育、及び食育の項目別に計画され児童の権利に

関する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの趣旨

をとらえて作成されています。 

・全体的な計画は、年度末の職員会議にて検討し、作

成されています。作成の際は、計画内容について園内

研修を実施し、理解を深めたうえで、各クラス担任が

担当クラスの計画を見直し、見直した内容を持ち寄り

まとめることで作成されています。作成の際は、自然

を活かした計画に配慮しています。一例として、園庭

の花壇で草花や夏野菜の栽培を行い、草花によって来

る虫探しをしたり、トマト、なす、きゅうりなど収穫

した野菜を使ってのサラダやカレー作りを行い、生命

の大切さへの気づきにつなげるなど、計画内の食育の

項目等へ反映させています。 

・年度末に見直し作成した全体的な計画は、年度初め

の職員会議で確認し共有しています。今後は、計画内

の年齢区分を見直し、保育所等保育指針等の趣旨をよ

り捉えた計画の作成を予定しています。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

 

 

B 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

・園内は、天窓を設置するなど、自然光が良く入る施

設設計になっています。各部屋には温湿度計を設置

し、適宜確認し、必要に応じてエアコン等を使用する

ことで、室内を快適な環境に調整しています。また、

常に換気を行い適切な状態に保っています。音環境に

ついては、有孔ボードを使用し吸音することで、心地

よい空間づくりに努めています。 

・保育所内外の設備・用具については、安全点検表を

用いて安全管理及び衛生管理に努めています。また玩

具の消毒や消毒液を使用した園内清掃等をこまめに
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る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

  
行っています。 

・全クラスにて、食事と午睡のスペースを別室やスペ

ースを分ける等の環境を整えています。2 歳児クラス

では、室内にある肋木の奥のスペースをくつろげる場

とし、絵本等を置くなどの環境を整えています。３歳

～５歳児についてはワンフロアーとなっていますが、

ロッカー等の仕切りを工夫することで、各クラスの活

動やくつろげるスペースの確保に努めています。ま

た、クラスのスペースとは別に、園内にフリースペー

スがあり、一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落

ち着ける場所の一つとなっています。 

・トイレのスリッパを置く場所には、正しいスリッパ

のそろえ方を写真で掲示してあり、スリッパを並べる

位置に足形のマークを貼るなどの工夫がされていま

す。また、各トイレに番号や動物、乗り物等子どもが

好きなものを掲示するなど、明るく清潔で、子どもが

利用しやすい設備を整えています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

A 

・子どもの発達と発達過程、家庭環境の状況などにつ

いては、日ごろの送迎時のコミュニケーションや連絡

帳を通して把握するとともに、年に２回実施される、

個人面談を通して、一人ひとりの子どもの個人差を十

分に把握できるよう努めています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、 

子どもの「やりたくない」気持ちも尊重し、個別に対

応できる時間を作っています。その際に、状況に応じ

てフリーの職員がクラスをサポートすることで、一人

ひとりの子どもとじっくり関われるよう環境を整え

ています。 

・子どもと対話する際には、丁寧に話すこと、言葉が

乱雑にならないこと、全体への言葉掛けと個別での言

葉掛けの使い分け、声の大きさなどに配慮していま

す。 

・「はやく」や「ダメ」という言葉掛けを使わず、「ど

ちらがやりたいか」「片付けたらまた遊ぼう」など、子

どもに分かりやすい言葉づかいで、おだやかに話すと

ともに、せかす言葉や制止させる言葉を不必要に使わ

ないことを意識し、実践につなげています。 
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4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・送迎の際における保護者とのコミュニケーションを

大切にし、園での子どもの姿を共有するとともに、家

庭での状況も聞き取ることで、家庭との連携に努めて

います。 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要

な基本的な生活習慣を身につけられるよう配慮して

います。一例として、０～２歳児では、戸外遊びから

保育室に戻る際に、一度に全員で戻るのではなく、い

くつかのグループに分かれて時間を分けて戻ること

で、手洗いや着替えなどの生活習慣に対して一人ひと

りとじっくりと関わることができるよう工夫してい

ます。また、援助の際は子どものペースやタイミング

を見て、見守る部分と援助する部分を見極めて関わる

ことで、基本的な生活習慣を身に付けることができる

よう配慮しています。また、園外散歩の際に保育者が

率先して挨拶することや、看護師による手洗い指導、

歯ブラシの持ち方の指導等を定期的に行うなどの取

り組みも行われています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・ブロックやおままごと、パズル、粘土等、様々な種

類の玩具を揃えた、子どもの興味や関心を踏まえたコ

ーナーを、マットを使用し設置することで、子どもが

いつでも自分で玩具を選んで遊ぶことができる環境

が整っています。また、コーナーを作る際は、子ども

の意見を聞き、継続した遊びができるようコーナーを

設定したり、子どもの遊びの様子を踏まえて、コーナ

ーを作り変えるなどの環境を整備することで、子ども

が自主的、自発的に遊ぶことが出来るよう配慮してい

ます。 

・遊びの中で、すすんで身体を動かすことができるよ

う、園外散歩や園庭遊びを積極的に取り入れていま

す。また、室内では日ごろから巧技台やマット等を使

用した運動遊びや、専門講師等によるリトミックや体

操などにも取り組んでいます。 

・夏祭りで、おみこしを共同で作ることや、ごっこ遊

び発表会と呼ばれる発表会で、子どもが好きな絵本を

題材にした劇に取り組むなど、子どもたちが友だちと

協同して活動できるよう援助しています。 

・園外散歩では、積極的に地域の人たちに挨拶するこ
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□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

とや、交通のルールを伝えることなど、社会的ルール

や態度を身につけていくよう配慮しています。また、

コロナ禍で行えていませんが、例年夏祭りに近隣の方

を招くなど、地域の人たちに接する機会、社会体験が

得られる機会を設けています。 

・身近な自然とふれあうことができるよう、園庭の花

壇で野菜の栽培を行ったり、バッタなど園庭での虫探

し等を行っています。また、玄関で熱帯魚を飼ったり、

保育室内でカメの飼育を行ったりしています。さら

に、雪が降った際に、積極的に外に出て、雪を踏んだ

時の音や、光が当たっていない場所は雪が残ることな

どを子どもとともに感じることを大切にしています。 

・様々な表現活動が自由に体験できるよう、年間を通

して、担当講師による造形活動を取り入れています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・０～１歳児クラスでは、各クラスとは別室を設ける

ことで、食事や睡眠等を個々の生活リズムに合わせて

過ごせるように配慮するとともに、くつろぎのスペー

スとしても活用しています。 

・子どもが、安心して、保育者と愛着関係が持てるよ

う、０～２歳児では緩やかな担当制を取り入れていま

す。担当制を取り入れることで、個々の子どもの状況

を把握したうえで、基本的生活習慣等に対して適切な

援助ができるよう配慮しています。また、保育者が援

助する場面では、事前に子どもに声をかけてから、援

助することを大切にしています。一例として、おむつ

替えの時に、「オムツ取り換えに行こうね」など、子ど

もに声を掛けてから、子どもの手を取り、一緒におむ

つを取りに行くなどがあげられます。 

・布できれいに巻かれたミルク缶の中に、ペットボト

ルのふたをポトンと入れたり、ひもを引っ張って遊ぶ

手作り玩具等、子どもの興味と関心を持つことができ

る遊びへの配慮がされています。また、牛乳パックを

四角につなげ、その中に入ったり、くぐったりして遊

ぶことができる手作り玩具を作るなど、発達過程に応

じた保育を行っています。 

・連絡帳や日々の送迎時に、体調や育ちの共有、喫食

状況等の確認を行うことで、家庭との連携を密にして

います。 
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7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが自分で

しようとする気持ちを尊重しています。一例として、

食事や着替えなどの際は、自分でやろうとする気持ち

を受け止め、すぐに援助するのではなく、援助のタイ

ミングに配慮しています。また、子どもが「やりたく

ない」という気持ちも尊重し、十分に受け止めること

を大切にしています。 

・日ごろから室内外の危険個所等をミーティング等で

共有し、迅速に改善することで探索活動が十分に行え

るよう環境を整備しています。 

・子どもが安定して遊びを中心とした自発的な活動が

できるよう、保育者が一緒になって見立て遊びやごっ

こ遊びを展開するなどの取り組みが行われています。 

・子ども同士の物の取り合いなどでは、その場の状況

だけでなく、取り合いの前に怒っていたこと等も含め

十分に理解したうえで、保育者が仲介したり、互いの

気持ちを代弁するよう心がけています。 

・様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人との関わ

りが持てるよう日ごろから取り組んでいます。一例と

して、園庭での異年齢でのかかわりや、食育を通した

栄養士との関わり、また、看護師は日ごろから保育に

入り関わるとともに、手洗い指導や歯磨き指導等を行

っています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・３歳児の保育では、「なべなべそこぬけ」等、簡単な

ルールのある遊びを取り入れたり、戸外遊びから戻

り、着替えをする時間等にゆとりを持つことができる

日案を計画することで、集団の中で安定しながら、遊

びを中心とした興味関心のある活動に取り組めるよ

うな環境を整えています。 

・４歳児の保育では、集団の中で自分の力を発揮しな

がら、友だちとともに楽しんで遊びや活動に取り組め

るよう配慮しています。一例として、園庭遊びでは、

子どもたちが鬼ごっこのルールを決める際、保育者は

必要に応じて、子どもの気持ちを代弁しながら、話を

整理し、自ら遊びを決め、展開できるように援助して

います。また、生活の中で、保育者の手伝いを取り入

れるなどの取り組みも行われています。 

・５歳児の保育では、当番活動や行事への取り組みを
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動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

通して、集団の中で一人ひとりの子どもの個性が活か

され、友だちと協力して一つのことをやり遂げるとい

った遊びや活動に取り組めるような環境を整えてい

ます。当番活動については、コロナ禍以前は給食の際

にテーブルを拭いたり、配膳するなどの取り組みが行

われていました。現在は、花壇の水やり等、グループ

で当番活動を行うなどの取り組みが実施されていま

す。行事では、夏祭りの共同制作での神輿づくりや、

こりりんピックと呼ばれる運動会にて、子ども同士で

話し合い活動を進めたり、卒園式に向けて保護者への

メッセージを出し合うなどの取り組みが行われてい

ます。 

・子どもの育ちや取り組んできた協同的な活動等につ

いて、保護者に伝える一環として、日々の活動を連絡

ボードで知らせたり、保育参観を実施するなどの取り

組みが行われています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

Ｂ 

・園舎内は、段差をなくすなど、バリアフリーの構造

への環境整備に配慮しています。今後は、玄関にスロ

ープを設置するなど、障害に応じた環境整備への取り

組みが期待されます。 

・障害のある子どもの個別指導計画を作成するととも

に、日々の活動に対しての個別日誌を記録し、子ども

の状況と成長に応じた保育を行っています。また、担

当者間で子どもの姿や育ちを共有し、必要に応じて

日々のミーティングで全体に伝えることで、全職員で

子どもの状況と成長の把握に努めています。 

・保護者との連携については、日々の連絡帳や送迎時

に生活の様子を共有するとともに、年に２回の個人面

談や必要に応じて適宜面談を行うことで、子どもの状

況を把握し、園での生活に反映させています。 

・必要に応じて、療育センターや区の担当課と連携を

取り、相談や助言を受けるとともに、保護者と関係機

関をつなぐなどの取り組みが行われています。 

・職員は、障害のある子どもの保育について、外部研

修等への参加を通して必要な知識や情報を得ていま

す。得られた内容については、職員会議等で共有し、

全職員の学びにつなげています。 

・配慮が必要な子に対して、不安な際は、保育者が子
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どもの気持ちを代弁したり、傍に寄り添い落ち着ける

ように配慮しています。また、集団活動の中では、無

理に集団に合わせるのではなく、子どもができること

を大切にし、関わるよう配慮しています。 

・必要に応じて、保護者同士で障害のある子どもの保

育に関する適切な情報を共有できるよう配慮してい

ます。 

10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

Ａ 

・長時間保育については、月間指導計画に計画される

とともに、具体的な配慮点が記載されています。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、子ど

もの意見や子どもの様子に合わせて、コーナー遊びを

設定しています。また、異年齢合同で過ごす時間を短

くし、可能な限り各クラスで過ごせるよう配慮してい

ます。 

・保育時間の長い子どもには、補食として、家庭での

夕食に響かない分量等のおにぎりやサンドウィッチ

等を提供しています。 

・子どもの状況について、保育士間の引継ぎは申し送

り表を通して行われています。申し送り表では、登園

時の保護者との共有事項を記載するとともに、引き渡

し時の保護者への伝達事項を記載しています。伝達漏

れがないよう、伝達した職員は、伝達済みのチェック

を入れる仕組みになっています。 

・担当の保育士と保護者との連携が十分にとれるよ

う、迎えの際における保護者との情報共有を積極的に

取り組んでいます。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

A 

・小学校との接続や就学に関連する事項については、

年間指導計画に記載され、計画にもとづいた保育が行

われています。 

・年間指導計画には、小学校交流の記入欄が設けられ、

小学校での授業体験や秋祭りに参加すること等が記

載されています。現在は、コロナ禍の為、交流方法を

工夫した保育が行われています。一例として、幼保小

交流事業では、直接訪問するのではなく、オンライン

での交流を行ったり、小学校から提供された、学校を

紹介したビデオレターの視聴を通して、就学に向けて

の期待を高めるなどの取り組みにつなげています。ま

た、小学校共有による園訪問と、訪問後に園生活や子



41 

 

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

どもの様子について共有する時間を設けています。 

・午睡を徐々になくしていき、就学に向けての生活リ

ズムを整えています。午睡をしなくなった時間帯で、

文字や数字に触れる機会を作り、小学校生活へ期待を

持てるよう取り組んでいます。 

・保育所児童保育要録の作成の際は、研修に参加し理

解を深めたうえで、年長児担任が作成し、園長が最終

確認をしています 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康管理に関するマニュアルとして、感染

症防止マニュアル、アレルギー対応マニュアル、睡眠

中の安全対策マニュアル等、各種衛生管理マニュアル 

が整備されています。職員は、入社時や園内研修での

マニュアルの理解にもとづき、受け入れ時の視診等を

通して、子どもの心身の状態を把握しています。把握

された内容については、申し送り表に記載し、職員間

で共有しています。 

・子どもの体調変化やケガについては、クラス担任、

看護師、園長で情報共有を行い、状況に応じて、三者

の中から保護者に伝える人を決めています。伝達内容

等については申し送り表に記載し、翌朝に事後の確認

を行っています。また、けがをした際は、けが記録表

に記録をしています。 

・子どもの保健に関する計画は、保健年間計画に示さ

れています。年間計画は、4 期に分けられ、それぞれ

の時期に応じた目標、保健行事、保健指導、保健業務、

保健活動の留意点が具体的な内容とともに記載され

ています。一例として、内科検診や歯科検診の保健行

事の日程や、子ども及び職員に向けた手洗い指導や歯

磨き指導、救命救急研修などを含め、作成されていま

す。 

・既往症や予防接種の状況は児童票に記載し、面談時

に確認することで常に最新の情報を把握できるよう

努めています。また、予防接種を受ける時期や、乳幼

児突然死症候群（SIDS）については、園内にポスター

を掲示し保護者へ周知を図っています。 

・園の子どもの健康に関する方針や取り組みは、入園

のしおりに記載し入園児に説明するとともに、毎月の

保健だより等を通して伝えています。 
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13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・内科健診、歯科検診は年に 2 回実施され、結果を記

録しています。結果内容については、所定の用紙に記

載し、保護者へ配布することで共有しています。 

・保健年間計画では、手洗い指導やトイレ指導、歯磨

き指導や鼻のかみ方、また咳エチケット等の保健指導

の内容が記載されるなど、健康診断、歯科健診の結果

が計画に反映され、保育が行われています。 

・コロナ禍の中で、新しい生活様式を取り入れた一日

の流れを全職員で確認し作成しました。一例として、

密を避けた動線への配慮や手洗い、玩具消毒の徹底、

またこまめな水分補給等があげられます。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・アレルギー疾患のある子どもに対して、アレルギー

対応マニュアルを作成し、マニュアルにもとづいた適

切な対応が行われています。 

・衛生管理指導表にもとづき保護者へ説明し、市の書

式を使用し保護者に同意を得ています。また、アレル

ギーに応じた、除去食等を示した献立を作成し、毎月

保護者に確認し同意を得ています。 

・食事の提供にあたっては、アレルギー対応マニュア

ルにもとづき、事前に保護者に確認済みの個別の献立

表と照らし合わせ、栄養士と保育士で提供献立を確認

しています。配膳の際は専用の食器、トレー、テーブ

ルを使用し 2 名以上の職員で再度、除去内容を確認

後、提供しています。 

・職員は、園内研修にてアレルギー対応マニュアルの

確認を行うとともに、外部研修のアレルギー対応研修

等に参加し、研修内容を共有することで必要な知識や

情報を得たり、技術の習得に努めています。 

・入園のしおり等の説明を通して、保護者にアレルギ

ー疾患、慢性疾患等についての理解を図るための取り

組みにつなげています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

・食育計画を作成し、年齢に応じた活動内容が計画さ

れ、子どもが食についてさまざまな経験ができるよう

配慮しています。また、毎月 1 回実施される給食会議

では、次月の献立の確認とともに、クッキング等の食

育内容について保育士、栄養士、看護師で確認してい

ます。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環境づく
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□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

りが整えられています。0 歳児では食事専用の部屋を

設けるとともに担当制を取り入れたかかわりにより、

一人ひとりの生活リズムに合わせた食事の援助が行

われています。1 歳児以上についても、活動や午睡の

スペースとは別に、食事のスペースを設けることで、

ゆったりと食事をとることができる環境に配慮して

います。 

・年齢に応じてフォークやスプーンの大きさを変える

とともに、２歳児クラスでは個々の発達や家庭と連携

し、箸とスプーンを用意するなど、食器の大きさや、

個々に適した食具への配慮をしています。また、食材

の色が映えるような食器を選び、使用しています。 

・食べたいもの、食べられるものが少しでも多くなる

よう、完食する達成感を味わえるよう配慮していま

す。一例として、個々の食欲や嗜好に応じて量を調整

するなどの取り組みが行われています。また、苦手な

食材は無理強いせず、一口食べてみることから促すな

どの取り組みが行われています。 

・子どもが、食について関心を深めるための取り組み

として、トマト、なす、きゅうりなどの野菜を園庭で

育て収穫し、収穫した野菜をクッキングで使用するな

どの食育活動が行われています。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、

毎月の給食だよりやサンプルの掲示等を通して、保護

者に伝えています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・離乳食は、一般的な発達段階に応じた食事の提供と

ともに、子どもの体調によって、硬さや刻み具合、食

材の形状を変えるなどの取り組みが行われています。 

・子どもの食べる量や好き嫌いについては、喫食簿に

記入し把握しています。また、クラス会議や給食会議

等を通して喫食状況の確認や改善点を検討し、献立に

反映するなどの取り組みが行われています。 

・季節感のある献立となるよう、季節の食材を取り入

れた献立を作成しています。一例として、七草がゆや

冬瓜の使用など、旬の食材を取り入れています。また、

子どもの日やクリスマス、正月などの行事食も献立に

取り入れています。 

・栄養士は巡回や食事介助を通して個々の咀嚼状況や
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いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

喫食状況等を把握しています。 

・衛生管理については、掃除マニュアル、清掃チェッ

ク表にもとづき適切に行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・連絡帳による情報共有や送迎時の直接のコミュニケ

ーションを通して、日常的な情報交換を行っていま

す。また、日々のクラス活動の内容をお知らせボード

に記入し、掲示することで情報共有を行っています。 

・保育の意図や保育内容について、年に 2 回実施され

る個人面談や懇談会、保育参観等の機会を通して、保

護者と子どもの成長を共有できるよう取り組んでい

ます。また、日々の子どもの活動の様子を撮影し、写

真販売を行うなどの取り組みも行われています。 

・保護者と共有した情報は必要に応じて、個人記録に

記載しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・日々の連絡帳でのやり取りや、送迎の際に園生活の

様子等の情報共有を行うことで、保護者との信頼関係

を築くよう取り組んでいます。その際に、質問や不安、

不満等があった場合には、必要に応じて面談等を行う

など、迅速な対応に取り組んでいます。 

・年に２回の個人面談や各家庭に応じての希望面談で

は、就労等の個々の事情に配慮して日程を組み、実施

しています。その際に、保育時間の変更等も柔軟に対

応しています。 

・こりす祭りと呼ばれる夏祭りや卒園式に向けた謝恩

会等の取り組みなどは保護者会が中心となり行うな

ど、園の特性を活かした保護者交流の場が設けられて

います。また、年に 2 回実施する懇談会等を通して、

保護者交流をする機会が設けられています。 

・保護者から相談を受けた際は、必ず園長に報告し、

即日に対応しています。相談内容は苦情・ご意見報告

書に記載されるとともに、内容応じて、個々の職員ま

たは、全職員での共有を図っています。 
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19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、登園時

の視診や日常の子どもの様子を観察し、小さなことで

も気づいたらすぐに報告を行い、虐待等権利侵害の兆

候を見逃さないように努めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、速やかに園長に報告しています。疑いのある痣や

傷等があれば写真に収めるとともに、創傷発見報告書

に記録しています。必要に応じて送迎時に個別で話し

たり、状況に応じて祖母等の同居家族との情報共有を

行っています。また、関係機関と連携を図る体制が整

えられています。 

・虐待対応マニュアルにもとづき、毎日のミーティン

グや職員会議等を通して具体的な事例を踏まえ共有

しています。また、外部研修も積極的に受講していま

す。 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・各種指導計画の自己評価を通して、各職員が主体的

に自らの保育実践の振り返りを行っています。計画の

振り返りの際は、PDCA サイクルを意識した振り返り

が行われています。 

・0~2 歳児は担任間で、3~5 歳児は、３クラスの担任

間でクラス会議等を行い、子どもの活動やその結果だ

けでなく、子どもの心の育ち、意欲や取り組む過程に

配慮した意見交換を通して、互いの学び合いや意識の

向上に努めています。 

・年に 1 回、保育所全体の自己評価を全職員で取り組
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結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

 

 

んでいます。自己評価では、保育目標、保育について

等の項目が設けられ、項目ごとに詳細な自己評価の内

容が記載されています。全職員が内容に沿って自己評

価を行い、達成度をグラフで示すとともに、具体的な

意見・改善策がまとめられるなど、保育士等の自己評

価を、保育所全体の保育実践の自己評価につなげてい

ます。 

 

 

 


